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事業概要
AI‐OCRを利用し帳票処理事務の業務効率化を実施。またシステムの共同利用により大幅に
導入コストを削減。これにより低コストで業務時間の短縮を実現。

課題

申請書や出先の勤怠情報などの紙媒体から、各業務システムへ取込を行うための電子データへの変換・入力作業に多くの時間や人件費
を要している。

多くの紙媒体について、保存場所の把握や保存年限に従った廃棄処理が煩雑となっている。
 AI‐OCR及び文書管理システムなどの導入も検討しているが、単独団体での導入はコストが高額となってしまう。

取組

 AI‐OCRにて、紙媒体の帳票をテキストデータ化し業務システムへの連携
を行うことにより、職員の入力作業の削減を図ります。

紙帳票をPDF化することでペーパーレス化の推進を図り、庁内の電子
データでの管理・運用を促進します。

共同利用型AI‐OCRの共同調達を前提に、帳票データの入力作業や確認作
業等の業務プロセスを見直し、運用の最適化、帳票の標準化を図ります。

成果

従来 導入後

帳票処理事務 約280時間/年 約200時間/年

共同利用による導入コ
ストの削減

初期：約11,800千円
月額：約315千円

初期：約3500千円
月額：約100千円

各自治体の業務プロセ
ス及び帳票レイアウト

各自治体で異なる 運用の最適化及び
帳票の標準化を実現
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① 手入力した値が間違っていないか確認
② 帳票と手入力値を交互に見比べ間違いを確認

① AI‐OCRした後、読み込み項目が間違っていないか確認
② 画面上でPDFデータとテキスト値の参照を容易にし、間違いを確認

約30％
工数削減

約90％
工数削減

約70％
コスト削減

約90％
工数削減

標準化
推進




